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市
渡
利
地
区
で
は
１
５
４
０
Bq
が
検
出
さ

れ
る
な
ど
高
い
値
を
示
し
た
地
域
も
あ
っ

た
（
表
1
）。
昨
年
4
月
に
政
府
は
、
土

壌
か
ら
吸
収
さ
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

量
を
最
大
10
％
と
想
定
し
、
土
壌
1
㎏
当

た
り
５
０
０
０
Bq
以
下
の
水
田
で
作
付
け

を
認
め
た
。
し
か
し
、
相
次
ぐ
コ
メ
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
規
制
値
越
え
の
ニ
ュ
ー

ス
に
関
係
者
も
戸
惑
う
ば
か
り
だ
。

農
林
水
産
省
と
福
島
県
は
、
ま
ず
二
本

松
市
旧
小
浜
町
、
さ
ら
に
福
島
市
旧
小
国

村
、
渡
利
地
区
な
ど
コ
メ
が
暫
定
規
制
値

を
超
え
た
水
田
や
そ
の
周
辺
の
水
田
の
調

査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
中
間
報
告
に
よ
れ

ば
、
コ
メ
の
暫
定
規
制
値
超
え
は
、
同
じ

地
区
の
中
で
も
特
定
の
区
域
の
水
田
で
局

所
的
に
発
生
し
て
い
た
。 

ま
た
、
山
間

部
の
山
林
に
囲
ま
れ
た
狭
い
水
田
（
谷や

地ち

田だ

）
が
多
い
も
の
の
、
基
盤
整
備
さ
れ
た

比
較
的
平
坦
な
水
田
で
も
規
制
値
超
え
が

見
ら
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う

な
規
制
値
超
え
の
コ
メ
が
生
産
さ
れ
た
水

田
で
は
、
背
後
に
山
林
が
あ
り
落
ち
葉
な

ど
の
層
を
経
由
し
て
灌
漑
水
が
直
接
流
入

す
る
立
地
条
件
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
土
壌

中
の
カ
リ
ウ
ム
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
、

あ
る
い
は
根
張
り
が
浅
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
日
本
土
壌
肥
料
学

会
も
「
こ
の
よ
う
な
要
件
は
、
学
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
予
想
し
、
懸
念
し
て
い

た
こ
と
に
符
号
す
る
」
と
い
う
。
農
林
水

産
省
で
は
、「
今
回
の
規
制
値
越
え
は
、

多
く
の
要
因
が
重
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

空
間
放
射
線
量
や
山
林
か
ら
の
水
の
流
入

は
現
段
階
で
は
直
接
的
に
影
響
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
も
の
の
、
付
近

の
山
林
の
水
と
の
関
与
は
あ
り
そ
う
だ
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
イ
ネ
へ
の
移
行
に

は
、
大
気
か
ら
と
土
壌
か
ら
の
ふ
た
つ
の

経
路
が
あ
る
。
大
気
中
の
放
射
性
物
質
が

直
接
イ
ネ
に
降
り
積
も
る
、
も
し
く
は
大

気
中
の
放
射
性
物
質
を
含
む
雨
が
イ
ネ
に

降
り
、
植
物
の
表
面
か
ら
吸
収
さ
れ
る
経

路
。
一
方
、
土
壌
に
雨
水
な
ど
と
と
も
に

福
島
県
産
の
コ
メ
か
ら
国
の
暫
定
規
制

値
（
１
㎏
当
た
り
５
０
０
Bq
）
を
超
え
る

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
相
次
ぎ
検
出
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
問
題
の
原
因
は
何
か
。
そ
し

て
対
策
は
あ
る
の
か
。
農
林
水
産
省
と
福

島
県
は
緊
急
原
因
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ

の
中
間
報
告
を
も
と
に
、
前
回
に
引
き
続

き
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
・
佐
藤
成
美
氏

に
コ
メ
の
放
射
能
汚
染
の
要
因
分
析
を
ま

と
め
て
も
ら
っ
た
。

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
コ
メ
の
放

射
能
汚
染
問
題
は
深
刻
さ
が
増
す
ば
か
り

だ
。
２
０
１
２
年
1
月
13
日
に
、
福
島
県

川
俣
町
で
は
、
町
独
自
の
調
査
で
暫
定
規

制
値
を
超
え
る
モ
チ
米
が
み
つ
か
っ
た
。

玄
米
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
地
域
は
、
福
島

市
、
伊
達
市
、
二
本
松
市
に
加
え
、
川
俣

町
の
４
市
町
と
な
っ
た
。
国
の
暫
定
規
制

値
は
1
㎏
当
た
り
５
０
０
Bq
だ
が
、
福
島

福
島
米
で
規
制
値
超
え

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
汚
染
の
要
因
と
対
策
を
ど
う
考
え
る
？

第7回

本
誌
副
編
集
長
・
浅
川
芳
裕

調
査
結
果
の
中
間
報
告
が

公
表
さ
れ
る

■表1　放射性セシウム1kg当たり500Bqを超えた玄米の生産地区（2012年1月11日現在）

（出典／森敏：WINEPブログ）

500Bq/㎏以上の検出地点
福島県旧福島

福島県旧小国

福島市渡利地区

伊達市旧小国村

伊達市旧月館町

伊達市旧富成村

伊達市柱沢村

伊達市旧掛田村

二本松市旧渋川村

川俣町

510

530

900

1540

580

1050

629

780

550

780

520

550

570

1100

730

1240

590

610

1170

780

640

1260

760

1270

760

検出農家の玄米の放射性Cs濃度の最高値（Bq/㎏）

山
林
の
水
が
流
入
し
た
？
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林内雨

脇水

脇水

表流水

灌漑水

農業用水
Cs汚染水田

伏流水

雨

■図1　なぜ放射性セシウム1kg当たり500Bq以上の玄米が生産されたのか

（出典／森敏：WINEPブログ）

放
射
性
物
質
が
し
み
込
み
、
根
か
ら
吸
収

し
、
取
り
込
ま
れ
る
経
路
だ
。

中
間
報
告
で
は
、
山
間
部
の
水
田
で
は

「
沢
水
な
ど
の
流
入
に
よ
り
、
山
林
か
ら

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
供
給
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
」、
平
坦
部
の
水
田
で
は
「
平
坦

部
で
あ
っ
て
も
、
隣
接
す
る
山
林
か
ら
水

路
を
経
由
又
は
直
接
水
田
に
水
が
流
入
す

る
と
こ
ろ
で
は
、
山
林
か
ら
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
供
給
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
」
と

し
て
い
る
。

植
物
栄
養
学
が
専
門
で
N 

P 

O
法
人
W 

I 

N 

E 

P
理
事
長
の
森
敏
東
京
大
学
名
誉

教
授
も
、
そ
の
汚
染
源
を
山
林
の
水
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
。
森
名
誉
教
授
は
、

震
災
直
後
か
ら
農
作
物
や
土
壌
の
放
射
能

汚
染
問
題
に
つ
い
て
ブ
ロ
グ
で
積
極
的
に

発
言
し
て
お
り
、
な
ぜ
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
高
濃
度
に
含
む
玄
米
が
生
産
さ
れ
た
の

か
と
い
う
仮
説
も
述
べ
て
い
る
。
以
下
に

概
略
を
引
用
す
る
。※　

東
電
福
島
第
一
原
発
か
ら
放
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
は
、
気
流
に
乗
っ
て
谷
地
田

に
隣
接
す
る
山
林
に
降
り
、
雨
と
共
に
針

葉
樹
に
吸
着
し
た
。
事
故
直
後
、
広
葉
樹

に
は
ま
だ
葉
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
樹
の
幹
、
樹
の
下
の
落
ち
葉
や
腐
植

に
吸
着
し
た
。
そ
の
後
、
稲
作
が
行
な
わ

れ
、
大
雨
の
日
に
は
、
山
林
で
は
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
徐
々
に
溶
け
出
し
て
、
土
壌

に
し
み
こ
み
伏
流
水
に
な
る
と
と
も
に
、

過
剰
な
分
は
山
林
の
表
流
水
と
な
っ
て
、

水
田
に
接
す
る
部
分
か
ら
脇
水
と
し
て
直

接
、
水
田
に
流
れ
込
ん
だ
。
湛
水
に
し
て

い
る
水
田
で
は
、
水
に
接
し
て
い
る
根
や

茎
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
直
接
吸
収
さ

れ
た
。
小
雨
の
日
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
土
壌
に
し
み
込
ん
で
水
田
の
側
面
か
ら

伏
流
水
と
な
り
、
土
壌
に
吸
着
・
固
着
さ

れ
な
か
っ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
根
か
ら

吸
収
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

出
穂
期
以
降
の
種
子
の
登
熟
過
程
で

は
、
葉
や
茎
か
ら
の
転
流
ミ
ネ
ラ
ル
よ
り

も
根
か
ら
吸
収
さ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
主
要

な
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
に
な
る
。
こ
れ
は
、
最

近
の
植
物
栄
養
学
の
知
見
な
た
め
、
き
ち

ん
と
測
定
し
た
人
は
い
な
い
が
、
セ
シ
ウ

ム
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
イ
ネ
の
登
熟
期
に
水
田
を
湛
水

し
て
い
る
場
合
に
、
山
林
の
脇
水
か
ら
流

れ
込
ん
だ
セ
シ
ウ
ム
が
イ
ネ
か
ら
容
易
に

吸
収
さ
れ
た
こ
と
が
、
玄
米
の
セ
シ
ウ
ム

含
量
が
高
く
な
る
主
要
な
原
因
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

脇
水
以
外
に
農
業
用
水
を
併
用
す
る
場

合
、谷
地
田
の
最
上
流
に
近
い
水
田
で
は
、

山
林
の
表
流
水
や
伏
流
水
の
高
濃
度
の
セ

シ
ウ
ム
が
、農
業
用
水
路
に
も
流
れ
込
む
。

そ
の
用
水
を
灌
漑
水
と
し
て
利
用
す
れ

ば
、
玄
米
の
セ
シ
ウ
ム
含
量
も
高
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
（
図
１
）。

※　



45 農業経営者 2012 年　3 月号

低
地
土
と
黒
ボ
ク
土
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
イ
ネ
へ
の
移
行
を
調
べ
た
と
こ
ろ
黒
ボ

ク
土
の
ほ
う
が
灰
色
低
地
土
よ
り
移
行
し

や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。黒
ボ
ク
土
は
、

有
機
物
（
腐
植
質
）
が
多
く
、
セ
シ
ウ
ム

を
そ
れ
ほ
ど
強
く
吸
着
し
て
い
な
い
た

め
、
根
を
通
じ
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
取

り
込
み
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
も
前
号
で
も
述
べ
た
が
、
カ
リ
ウ

ム
と
セ
シ
ウ
ム
は
化
学
的
な
性
質
が
似
て

い
る
。
土
壌
中
に
カ
リ
ウ
ム
が
少
な
け
れ

ば
、
植
物
は
栄
養
分
と
し
て
カ
リ
ウ
ム
の

代
わ
り
に
セ
シ
ウ
ム
を
吸
収
す
る
。ま
た
、

カ
リ
ウ
ム
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
セ
シ
ウ

ム
と
競
合
す
る
た
め
、
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
間
報
告
で

は
、「
暫
定
規
制
値
を
超
過
し
た
水
田
土

壌
の
置
換
性
カ
リ
ウ
ム
濃
度
は
１
０
０
g

当
た
り
平
均
６
・
７ 

㎎
で
、
福
島
市
の

土
壌
の
平
均
15
・
９
㎎
の
3
分
の
１
程
度

と
低
い
水
準
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
コ
メ

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
と
土
壌
の
カ
リ

ウ
ム
濃
度
の
間
に
は
一
定
の
相
関
が
見
ら

れ
（
図
2
）、
土
壌
の
カ
リ
ウ
ム
の
量
が

少
な
い
ほ
ど
玄
米
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
量
が
多
く
検
出
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、「
農
家
の
中
に

は
カ
リ
肥
料
が
無
施
用
の
場
合
も
あ
り
、

土
壌
中
の
カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
低
い
た
め
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
増
加
し
た
可

山
地
の
水
が
水
田
に
流
れ
込
ん
で
い
る

可
能
性
が
高
い
が
、
森
林
で
は
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
ど
う
い
う
形
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
森
林
生
態
系
に
お

け
る
放
射
性
物
質
の
動
態
に
つ
い
て
ま
と

め
る
。

大
気
中
の
汚
染
物
質
は
、
粒
子
と
し
て

あ
る
い
は
雨
水
と
共
に
森
林
の
樹
木
の
て

っ
ぺ
ん
の
部
分
の
樹
冠
で
と
ら
え
ら
れ

る
。
樹
冠
は
、
表
面
積
が
大
き
い
の
で
大

気
中
の
汚
染
物
質
を
取
り
込
む
性
質
を
も

つ
。樹
冠
に
入
っ
て
き
た
放
射
性
物
質
は
、

雨
な
ど
で
洗
い
落
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
落

ち
葉
や
落
ち
枝
と
共
に
森
林
の
地
表
面

（
林
床
）
に
移
行
す
る
。
林
床
で
は
、
落

ち
葉
や
枝
の
分
解
が
進
み
、
雨
水
な
ど
を

通
じ
て
分
解
し
た
成
分
が
土
へ
流
出
す

る
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
も
土
の
表
面
か
ら

徐
々
に
流
れ
込
み
、
最
終
的
に
は
土
壌
の

腐
植
層
に
保
持
さ
れ
る
。

森
林
で
は
、
栄
養
塩
の
サ
イ
ク
ル
に
と

も
な
っ
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
も
循
環
す

る
。
土
壌
の
表
層
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は

植
物
の
根
か
ら
吸
収
さ
れ
て
葉
へ
移
行

し
、
こ
れ
が
再
び
溶
け
出
し
、
枝
や
葉
と

共
に
林
床
に
戻
る
と
い
う
循
環
だ
。
こ
の

循
環
の
中
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
植

物
に
と
っ
て
利
用
さ
れ
や
す
い
形
を
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
森
林
の
キ
ノ
コ
や
植

物
に
は
、
比
較
的
高
い
濃
度
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
森
林
に
降

り
積
も
っ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
約
80
％

は
深
さ
５
㎝
ま
で
の
土
壌
の
表
層
に
あ
る

と
い
う
。
な
お
、
残
り
の
約
20
％
は
、
よ

り
深
い
土
壌
や
樹
木
な
ど
の
植
物
に
存
在

す
る
。
樹
木
中
の
カ
リ
ウ
ム
は
、
若
い
葉

や
樹
木
の
幹
の
形
成
層
な
ど
生
物
の
活
動

が
活
発
な
部
分
に
集
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
も
同
じ
様
な

傾
向
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
っ

て
汚
染
さ
れ
た
マ
ツ
で
は
、
若
い
葉
や
、

樹
幹
の
形
成
層
付
近
で
濃
度
が
高
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

関
東
森
林
管
理
局
な
ど
が
７
月
に
福
島

県
の
森
林
（
山
林
）
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
調
査
し
た
結
果
で
は
、
福
島
市
、
伊
達

市
、
月
舘
市
、
相
馬
市
な
ど
で
１
時
間
当

た
り
１
・
０
～
９
・
５
マ
イ
ク
ロ
Sv
の
高
い

空
間
線
量
率
が
測
定
さ
れ
た
。
ま
だ
、
空

間
線
量
率
と
森
林
汚
染
の
関
係
に
つ
い
て

の
詳
し
い
結
果
は
出
て
い
な
い
が
、
森
林

総
合
研
究
所
が
福
島
県
大
玉
村
で
行
な
っ

た
調
査
で
は
、
樹
木
に
森
林
全
体
の
51
％

の
量
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
分
布
し
て
お

り
、
林
床
の
落
ち
葉
に
全
体
の
33
％
、
表

土
に
17
％
が
存
在
し
て
い
た
。

前
号
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
土
壌
中
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
動
態
は
土
壌
の
性
質

に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
粘
土
の
多
い
土

壌
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
粘
土
に
吸

着
さ
れ
る
の
で
、
動
き
に
く
く
根
か
ら
も

吸
収
さ
れ
に
く
い
。
一
方
、
粘
土
の
少
な

い
土
壌
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
固
定

が
少
な
く
、
吸
収
さ
れ
や
す
い
。

中
間
報
告
で
は
、「
暫
定
規
制
値
を
超

過
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
玄
米
が

生
産
さ
れ
た
水
田
（
16
地
点
）
の
土
壌
に

つ
い
て
粒
径
組
成
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

14
地
点
は
粘
土
分
が
25
％
以
上
存
在
す
る

土
壌
で
あ
り
、
砂
の
多
い
土
壌
は
一
部
地

区
（
伊
達
市
旧
月
舘
町
）
の
サ
ン
プ
ル
に

限
ら
れ
た
。 

一
方
、粘
土
鉱
物
の
組
成
は
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
福
島
市
旧
小

国
村
、
旧
福
島
市
、
伊
達
市
の
サ
ン
プ
ル

で
は
、
セ
シ
ウ
ム
の
固
定
力
の
強
い
イ
ラ

イ
ト
や
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
類
は
少
な

く
、
粘
土
含
量
は
一
定
程
度
あ
っ
て
も
、

固
定
力
や
吸
着
力
は
低
い
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
」
と
報
告
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
場

所
も
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
吸
収

さ
れ
や
す
い
形
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

福
島
県
の
土
壌
は
、
灰
色
低
地
土
と
褐

色
森
林
土
が
多
く
、
平
地
部
に
灰
色
低
地

土
が
、
山
間
部
に
は
褐
色
森
林
土
が
広
が

る
。
灰
色
低
地
土
は
粘
土
分
が
多
く
、
褐

色
森
林
土
は
粘
土
分
が
少
な
い
。
東
京
大

学
の
根
本
圭
介
教
授
ら
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
イ
ネ
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
比
べ
る
と
褐
色
森
林
土
が
灰
色
低
地
土

よ
り
8
～
10
倍
多
か
っ
た
と
い
う
。ま
た
、

学
習
院
大
学
村
松
康
之
教
授
ら
が
、
灰
色

森
林
の
生
態
系
で
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム

粘
土
質
が
少
な
い
土
壌
だ
っ
た

カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
不
足

＂被曝農業時代＂を
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た
」
と
い
う
。「
浅
い
耕
う
ん
と
常
時
湛

水
の
た
め
、根
張
り
が
浅
い
こ
と
に
加
え
、

根
が
主
に
分
布
し
て
い
る
土
壌
表
層
に
高

濃
度
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
残
り
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
吸
収
し
や
す
い
状
況
に
あ

っ
た
」
と
推
測
し
て
い
る
。
十
分
に
耕
さ

れ
て
い
な
い
水
田
で
は
、
根
の
張
り
方
が

浅
い
た
め
表
層
に
あ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

に
接
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
原

発
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は

表
層
近
く
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
東
京
大

学
の
塩
沢
昌
教
授
ら
も
、
耕
し
て
い
な
い

土
地
の
表
面
か
ら
５
㎝
の
と
こ
ろ
に
全
体

の
90
％
以
上
も
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
集

ま
っ
て
い
た
と
報
告
し
て
い
る
。

昨
年
末
に
は
農
林
水
産
省
か
ら
「
24
年

産
稲
の
作
付
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
」
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
平

成
24
年
度
の
イ
ネ
の
作
付
け
は
よ
り
厳
し

い
条
件
に
な
り
そ
う
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
カ
リ
ウ
ム
肥
料
を
与
え
る
な
ど
の
早

ま
っ
た
行
動
は
控
え
た
い
。「
む
や
み
に

カ
リ
ウ
ム
肥
料
を
施
用
す
る
こ
と
は
土
壌

中
の
養
分
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
ま
す
の
で
、

土
壌
診
断
で
診
断
基
準
よ
り
も
低
い
場
合

に
限
り
、
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
も
兼

ね
て
施
用
す
る
く
ら
い
の
節
度
あ
る
対
応

が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
費
の
点

か
ら
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と

日
本
土
壌
肥
料
学
会
も
コ
メ
ン
ト
す
る
。

今
考
え
ら
れ
て
い
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

汚
染
の
要
因
を
ま
と
め
た
が
、
こ
こ
か
ら

い
え
る
こ
と
は
、
コ
メ
の
規
制
値
越
え
は

水
田
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
イ
ネ
の
汚
染
経
路
は
山
林―

用
水―

水
田―

河
川
の
流
域
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
全

体
で
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。

２
月
18
日
に
、
東
京
大
学
で
2
回
目
の

「
放
射
能
の
農
畜
水
産
物
等
へ
の
影
響
に

つ
い
て
の
研
究
報
告
会
」が
行
な
わ
れ
た
。

塩
沢
昌
教
授
は
水
田
の
土
壌
か
ら
イ
ネ
へ

の
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
は
雑
草
や
枯
れ
葉
な

ど
の
有
機
物
を
介
し
て
起
こ
っ
た
と
い
う

説
を
新
た
に
発
表
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
紹
介
す
る
。

＂被曝農業時代＂を

能
性
が
考
え
ら
れ
た
」
と
考
察
す
る
。

中
間
報
告
で
は
、「
玄
米
の
規
制
値
超

え
が
多
か
っ
た
山
間
部
の
狭
い
水
田
は
十

分
に
耕
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
土
に
近
い
ほ

ど
土
壌
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
高
か
っ
た
。

十
分
に
耕
さ
ず
、
固
ま
っ
た
表
土
近
く
に

セ
シ
ウ
ム
が
た
ま
り
、
イ
ネ
は
高
濃
度
の

表
土
層
に
根
を
張
る
状
態
に
な
っ
て
い

根
の
張
り
方
が
浅
か
っ
た
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放射性セシウムを含む米が生産された要因の解析（中間報告） 
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農林水産省：24年産稲の作付に関する考え方について
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/joho/saigai/s_seisan_k24.html
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-被害の認識と理解、復興へのテクニカル リコメンデーション-
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今
後
の
対
策
は
？

■図2　土壌の置換性カリウム濃度と玄米の放射性セシウム濃度との関係
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（出典／農林水産省、福島県：放射性セシウムを含む米が生産された要因の解析）
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